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評価対象年度

施設所管課

評価項目 細項目 評価 コメント

安全性の確保 A

　銃砲及び火薬類の安全な取扱いを継続して利用
者に呼びかけてきた結果、事故等は1件も発生しな
かった。引き続き、利用者へ安全配慮の喚起を
行っていく。

法令等の遵守 A
　長瀞射撃場設置条例に基づく管理運営に当たる
とともに、銃砲刀剣類所持取締法、火薬類取締法
その他関係法令を順守している。

平等利用の確保 A 　施設利用許可の審査基準を定め、適切に運用し
ている。

事業の実施 A
射撃場主催の大会はコロナ感染防止のため中止し
たが、銃砲刀剣類所持等取締法に基づく教習射撃
及び技能講習を適切に実施した。

利用状況 Ｂ

　10,609人【目標人数13,000人】
　コロナによる夏場の大会や学生の合宿の規模縮
小の影響により、目標値には届かなかったが、対
前年比118.2％であった。

適切な管理の
履行 A

　指定管理協定書及び事業計画に沿った管理が適
切に履行されている。また、利用状況に応じた適切
な人員配置が行われている。

財産の適切な
管理 A 　建物・設備の修繕及び県有備品の管理が適切に

行われている。

サービス内容の向
上 A 　建物・設備の修繕及び県有備品の管理が適切に

行われている。

利用者の満足度 A 　地元宿泊施設と連携して営業案内をホームペー
ジに掲載するなどサービス向上に努めている。

A 　施設を適正に管理・運営している。

特に評価すべき点

次年度に向けて
改善が望まれる点

利用者の
安心・安全、
平等利用の
確保

指定管理者管理運営状況評価

埼玉県長瀞射撃場

株式会社秩父開発機構

令和４年度

みどり自然課

施設の設置
目的の達成

特記事項

感染防止防止対策に取り組みながら、利用者及び施設職員
の安全意識の啓発や利用者本位のサービスを心がけた。

自主事業により一層の利用者数増に向けた取組を検討する
こと。

総合評価

利用者サービス
の向上


